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わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会 リハーサル大会まであと 87 日 

本大会まであと 201 日 

 

 

 

 

第７９回国民スポーツ大会 

会期前：令和７年（２０２５年）９月６日（土）～９月２５日（木） 

本会期：令和７年（２０２５年）９月２８日（日）～１０月８日（水） 

第２４回全国障害者スポーツ大会 

令和７年（２０２５年）１０月２５日（土）～２７日（月） 

 

 
 

会議資料 

三木ホースランドパーク 大会議室  



わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会 

第３回馬術競技会運営委員会次第 

 

日 時： 令和７年３月 12 日（水）14：30～ 

 場 所：三木ホースランドパーク 大会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ 報告事項 

 (1)ＳＡＧＡ２０２４馬術競技会の視察結果について 

 (2)わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会開催準備状況について 

 

３ 審議事項 

(1) わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会リハーサル大会実施要項（案）について 

(2) わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会馬事衛生業務実施計画（案）および 

わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会馬事衛生対策実施要項（案）について 

 

４ 閉会 
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（順不同・敬称略）

役職 所属 職名 氏名 備考

委員長 公益財団法人　滋賀県スポーツ協会 常務理事 門　久仁裕

副委員長 滋賀県乗馬連盟 会長 田所　勝己

副委員長 公益財団法人　兵庫県馬術連盟 副会長 平山　一哉

委員 滋賀県乗馬連盟 理事長 三宅　孝

委員 公益財団法人　兵庫県馬術連盟 理事長 山﨑　由紀子

委員
公益財団法人 三木山人と馬とのふれあいの
森協会

理事長 佐野　健吉 繁縄代理委員出席

委員 三木市医師会 会長 小島　俊己 欠席

委員 兵庫県姫路家畜保健衛生所 所長 永田　圭司

委員 兵庫県北播磨県民局加東健康福祉事務所 食品安全専門官 八木　貴子

委員 兵庫県三木警察署 署長 大西　毅 徳平代理委員出席

委員 三木市産業振興部 部長 荒池　洋至 川内野代理委員出席

委員 三木市教育委員会教育総務部 部長 森田　眞規 河端代理委員出席

委員 三木市消防本部 消防長 林　一成 中井代理委員出席

委員 滋賀県農政水産部 技監(畜産課長事務取扱) 青木　義和

事務局
室長

横江　弘昭

事務局員 道本　和孝

事務局員 前井　和人

事務局員 見野　甚九郎

事務局員 中村　美友

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会　第３回馬術競技会運営委員会　委員名簿

事務局
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局
（滋賀県国スポ・障スポ大会局）
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報告事項(１)

ＳＡＧＡ２０２４馬術競技会の

視察結果について

ＳＡＧＡ２０２４馬術競技会の視察結果①

報告事項（１）

【大会日程】

令和６年（２０２４年）１０月９日（水）～ １３日（日）≪５日間≫

※入厩日 １０月６日（日）～ ８日（火）≪３日間≫

【会場】

三木ホースランドパーク（兵庫県三木市別所町高木）

※滋賀大会と同会場

【開催種目】

全２３種目（馬場馬術競技６、障害飛越競技１６、国体総合馬術競技１）

【参加数】
選手・監督（１日あたり） ： 約 ３５０名
大会関係者（１日あたり） ： 約 ２５０名
一般観覧者（延べ） ： 約 ３,７００名

１

01_大会概要
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ＳＡＧＡ２０２４馬術競技会の視察結果②

報告事項（１）

【大会全般】
・従来の大会では、県・市町の職員を実施本部員として動員し、競技会の運営を行っていたが、

民間委託を実施し、民間委託業者40名程度と県職員10名程度を配置し運営

(参考：鹿児島大会での実施本部員(県・市町職員)動員数 最大97名／日）

⇒滋賀大会においても一部民間委託を実施する予定

・ボランティアは、三木市内に在住している高校生以上を中心に36名が従事

・警備員は、入厩日から１日あたり20名程度を配置

（一部夜間警備を実施）

・会場内の全面禁煙およびペット持ち込み禁止

【競技会場】
・三木ホースランドパーク既設の馬場、諸室、厩舎、一般観覧席等を使用

監督会議は、エオの森研修センター会議室で実施

・大会用にダービーコースの整備および一部諸室用プレハブを設置

⇒滋賀大会においてもダービーコースを再整備中

２

02_競技会場・競技運営関係①

ＳＡＧＡ２０２４馬術競技会の視察結果③

報告事項（１）

【医療救護関係】
・医師１名、看護師２名を配置

・大会期間中、落馬による１件の医療機関への緊急搬送の対応あり
その他、救護所利用件数１４件

⇒滋賀大会では、佐賀大会の状況やダービーコースを延長する事情も考慮し
体制強化を検討 ３

02_競技会場・競技運営関係②

【式典関係】
・各種目別表彰は、屋外表彰式会場にて入賞者確定後に随時実施

（競技進行の妨げにならないよう競技間に実施）

・総合表彰は、全競技終了後に屋内馬場馬術競技会場にて実施し、
天皇杯・皇后杯および「The Good of ＳＡＧＡ２０２４」（MVP）
１名の表彰および副賞の授与

・プレゼンターは、県実行委員会や競技団体等関係者が務めた

・プラカード持ちや表彰のアナウンスは、民間の委託業者やボランィアで対応
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ＳＡＧＡ２０２４馬術競技会の視察結果④

報告事項（１）

【弁当・食品衛生、おもてなし関係】
・昼食の弁当は、競技役員には支給、選手・監督、視察員等には斡旋にて対応

・キッチンカー（６店）および馬具店（２５店）の出店

・引き馬体験およびニンジンタイムの実施

・10/12(土)・13(日)に三木市内の高校生と連携した呈茶のふるまいを実施

・10/12(土)に三木市および三木ホースランドパークと連携した観戦ツアーの実施

【輸送関係】
・会場周辺（徒歩圏内）に大会関係者および一般観覧者の駐車場を確保

・車で３分ほどの場所（メッセみき）に馬運車駐車場を確保

・三木駅、道の駅みき、競技会場を結ぶシャトルバスを15分間隔で配車

・競技役員、選手・監督向けにホテルから会場間を結ぶバスを配車
３

02_競技会場・競技運営関係③

ＳＡＧＡ２０２４馬術競技会の視察結果⑤

報告事項（１）

入厩馬匹数：１８０頭、馬運車台数：８０台

・入厩前の厩舎等清掃消毒
・入退厩時の馬運車誘導、車両消毒

委託スタッフによるWebフォームを活用した
予約受付、車両誘導・消毒作業

・防疫検査（日馬連獣医師団と県職獣医師）
馬インフルエンザ予防接種履歴の確認、
個体識別・臨床検査等

・馬診療所・装蹄所の運営
JRA獣医師の協力、民間獣医師および装蹄師への業務委託

４

03_馬事衛生関係
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報告事項(２)

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会

準備状況について

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況①
報告事項（２）

1

01_大会概要

【リハーサル大会】

〇大会名 わたSHIGA輝く国スポ馬術競技リハーサル大会

〇日程および場所 2025年6月5日(木)～6月8日(日)
（6月5日(木)・6月6日(金)は入厩日）
三木ホースランドパーク

〇参加人数 約１，０００人（選手監督、競技役員、実施
本部員、観客等）※延べ人数

【本 大 会 】

〇大会名 第79回国民スポーツ大会馬術競技会

〇日程および場所 2025年９月27日(土)～10月3日(金)
（9月27日(土)・9月28日(日)は入厩日）
三木ホースランドパーク

〇参加人数 約５，０００人（選手監督、競技役員、実施本部員、観客等）※延べ人数
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わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況②
報告事項（２）

2

02_本大会競技日程(予定) ※リハーサル大会は審議事項１のとおり

日程 種目(種別)

馬場馬術競技 障害飛越競技

9月29日(月) ・成年男子馬場馬術競技
・少年馬場馬術競技

・成年女子二段階障害飛越競技
・成年男子スピードアンドハンディネス競技
・少年標準障害飛越競技
・成年男子ダービー競技

9月30日(火) ・成年女子馬場馬術競技
・成年男子国体総合馬術競技

・成年女子ダービー競技
・少年スピードアンドハンディネス競技
・成年男子トップスコア競技
・少年団体障害飛越競技

10月1日(水) ・成年男子自由演技馬場馬術競技 ・少年二段階障害飛越競技
・成年女子標準障害飛越競技
・少年リレー競技
・成年男子国体総合馬術競技

10月2日(木) ・少年自由演技馬場馬術競技
・成年女子自由演技馬場馬術競技

・少年ダービー競技
・成年女子トップスコア競技
・成年男子標準障害飛越競技

10月3日(金) ・少年トップスコア競技
・成年男子六段障害飛越競技

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況③
報告事項（２）

3

03_競技運営(１) 競技運営グループ(馬術班)の実施本部組織体制案について

【実施本部体制案】

○競技会運営は、８係編成で実施本部員50名程度で運営予定。

※総務係、馬事衛生係を中心に滋賀県職員を配置し、それ以外の係については、

業務委託にて運営予定。

○実施本部員（滋賀県職員および受託スタッフ）の当日の従事内容を記したマニュアルに

ついては、関係団体（競技団体、兵庫県および三木市、警察・消防、医師会、保健所

等）と内容を確認の上、作成する予定

○競技運営は、競技役員（100名程度）主体で、自衛隊等の協力も得ながら運営
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わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況④
報告事項（２）

4

03_競技運営(２) ボランティア募集について

○馬術競技会の運営補助等を行う運営ボランティ
アを募集中（令和7年5月30日〆）

○本大会のみで、1日30名程度募集
環境美化、会場サービス、案内・受付、会場整理
等の業務内容を予定

○チラシにも掲載している二次元バーコード
から申込受付中！

○お知り合い等へのご案内をいただくととも
に、アプローチすべき団体等ご存じでした
ら情報提供をお願いします。

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑤
報告事項（２）

5

04_会場設営①

〇別添「会場配置図」にて設営予定

〇設営物（看板、装飾等）は、統一感を持たせたデザインを予定

【案】
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わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑥
報告事項（２）

6

04_会場設営②

〇ダービーコースの延長工事を以下の日程で実施しており、4月中に完了する予定。
工事完了後の維持管理も大会終了まで引き続き実施予定。

〇競技で使用する障害物を作成中であり、3月末に納品する予定

工種

8 月 9 月 10 月 11 月7 月6 月月4 月 5

管理業務

固定障害物設置工

馬場柵整備工

馬道整備工

準備工

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑦
報告事項（２）

7

05_表彰関係

<リハーサル大会>
〇種目別表彰を実施し、３位までを表彰
賞状、メダル、馬リボンを授与

〇その他、副賞の授与を検討中

<本大会>
〇総合表彰で入賞した都道府県（１位～８位）に表彰状、
種目別表彰で入賞者に賞状・馬リボンを授与

〇男女総合成績1位の都道府県に大会会長トロフィーを授与

〇種目別１位～３位の選手にメダルの授与

〇その他、副賞の授与を検討中
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わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑧
報告事項（２）

8

06_広報

<三木市内での広報>

〇競技会場に横断幕、ポスターの掲示およびチラシの配架

〇道の駅みきに懸垂幕の掲示

〇広報みき12月号でボランティア募集の案内

〇三木金物まつりへの出展

〇各施設へのポスターの掲示、チラシの配架依頼

〇道の駅みきで行われるイベントへの出展（予定）

⇒リハ大会、本大会に向け、三木市や委託事業者等とも連携しながら

広報を実施する予定

<滋賀県内での広報>

〇栗東市と連携した広報の実施を検討中

〇本大会での無料観戦ツアーの企画・広報を検討中

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑨
報告事項（２）

9

07_宿泊・弁当・衛生

【宿泊】

〇競技役員（競技団体）⇒リハーサル大会および本大会期間の宿泊先を実行委員会で手配

アーバンホテル三木（三木市）およびルートイン小野（小野市）への配宿を予定

〇選手・監督 ⇒ 本大会のみ宿泊先を実行委員会で手配

（三木市、小野市、加東市、神戸市西区、加古川市、姫路市内のホテルで調整中）

【弁当】

〇「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ弁当調達要項」の基準を満たした業者を選定し、

引き換えまでの弁当保管方法や消費期限の徹底、手洗い等の励行等に努める

〇滋賀県産の食品や食材を1品以上使用した弁当を調達する予定

〇競技役員はリハ大会・本大会ともに支給、選手監督等には本大会のみ斡旋とする予定

【衛生】

〇「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ食品衛生対策実施要領」の指針に沿って、対応予定
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わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑩
報告事項（２）

10

08_医事・イベント関係

【医事】

〇佐賀大会の状況、ダービーコースの延長等を踏まえて医師・看護師を配置し、

救護所を２か所設置予定

※佐賀大会は、医師１名、看護師２名、救護所１か所

〇総務係との連絡調整および医師・看護師の補助として、救護係を設置（２名程度配置）

〇医療救護マニュアルは、今後関係団体（三木市、消防、医師会）との協議の上、作成予定

【イベント・おもてなし関係】

〇関係団体からの推薦、公募等によるキッチンカーや馬具店等の設置

⇒リハ大会は、「わたSHIGA輝く国スポ競技別リハーサル大会（県外・県市町共催等競技）

にかかる売店等設置規程」によるものとし、本大会は別途検討

〇本大会では、呈茶や乗馬体験等来場者が楽しめるようなイベントを実施

〇滋賀らしい装飾やおもてなしを検討中

【学校観戦等】

〇本大会では、滋賀県内および三木市内の小中学生・高校生を対象に学校観戦を実施する

方向で調整

〇滋賀県栗東市内からの無料観戦ツアーを実施予定

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑪
報告事項（２）

11

09_輸送交通、警備消防

【輸送交通】

〇競技役員および選手監督を宿泊施設から競技会場へバス輸送

※選手・監督の輸送は本大会のみ実施予定

〇会場周辺に関係者駐車場（競技役員、選手・監督等）および一般駐車場の確保

〇メッセみきに馬運車駐車場を確保し、競技会場までの交通手段としてデマンドタクシー

を配車予定

〇一般観覧者等向けに三木駅、道の駅みき、競技会場を結ぶシャトルバスを配車する予定

〇駐車場への警備員の配置やバス乗り場への誘導員等の配置

【警備消防】

〇消防への催物開催届出、露店等の開設届出（売店での火気使用がある場合）の提出

（リハ大会5月、本大会9月ころの予定）

〇緊急時対応マニュアル作成および緊急時の連絡体制の構築

（施設管理者をはじめ関係者と協議のうえ今後作成）

〇会場内制限区域、駐車場入口、馬運車通行禁止箇所をはじめ必要箇所に警備員を配置

（夜間警備も併せて実施）

-11-



わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑫
報告事項（２）

12

10_馬事衛生

内容 備考

馬事衛生係の設置・運営

衛生管理区域の設定

・会場全体を衛生管理区域に指定し、一般観覧者も含めた靴底
等の消毒実施

・厩舎エリアは、立入制限を行い、出入口等でのスタッフ等に
よる確認

入厩時の馬体照合、健康手帳・登録証確認およ
び臨床検査

・馬インフルエンザ予防接種実施状況の事前確認
・参加馬が馬房に入った後に、日馬連獣医師団と連携して検査
（検査を受けるまで、馬房から出さない）

参加馬の防疫および健康検査
・馬管理者からWebフォームによる体温報告、県獣医師による
毎日の臨床観察

馬診療所および装蹄所の開設運営
・日中および夜間の獣医師ならびに日中の装蹄師を配置し、依
頼受付から伝達確認等を本部員が補佐

入退厩の受付など馬管理者等との連絡調整 ・Webフォームの予約受付により効率よく調整

選手監督等の受付ならびに在厩中の案内説明 ・スタッフにより分かりやすく説明

関係者車両や人の消毒等
・侵入車両の消毒、馬運車等の誘導、厩舎等の衛生管理（消毒
マット等）

馬管理者等に求められる責務
・適切なワクチンの接種や体温測定等の馬の健康管理
・期間中は馬房等を清潔に保ち、安全に配慮して馬を管理

※万が一、会場内で伝染病を疑う事例が発生した際は、兵庫県姫路家畜保健衛生所と連携して、隔離等の防疫対応にあたる。

馬事衛生業務実施計画等に基づき、今後、マニュアル等を整備予定。

わたSHIGA輝く国スポ馬術競技会準備状況⑬
報告事項（２）

13

11_今後のスケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

競技会開催

会場設営

競技会運営業務委託

ダービー競技場整備

馬移転

参加申込

運営委員会

内容
令和7年(2025年)

工事開始 工事完了 維持管理

契約 準備 実施 実施

契約 仮設整備 移転 終了

契約 リハ設営 本設営

リハ

本リハ

本

第3回 第4回
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（案） 
 

わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会リハーサル大会 

実    施    要    項 
 

 

１.主    催    わた SHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会 ／ 滋賀県 

 

２.主    管    滋賀県乗馬連盟 

 

３.後    援    滋賀県教育委員会 ／ 公益財団法人滋賀県スポーツ協会 

           兵庫県 ／ 兵庫県教育委員会 ／ 公益財団法人兵庫県スポーツ協会 

           三木市 ／ 三木市教育委員会 

 

４.協    力    公益社団法人日本馬術連盟 

           公益財団法人三木山人と馬とのふれあいの森協会 

           公益財団法人兵庫県馬術連盟 

 

５.期    日    2025 年(令和７年) ６月 ７日 (土) から ６月 ８日 (日)  【２日間】 

 

６.会    場    三木ホースランドパーク（兵庫県三木市別所町高木） 

 

７.競技日程・競技種目および実施要領  

日  程 競技番号 競 技 種 目 実 施 要 領 

第１日目 

６月７日 

（土） 

 

競技開始時刻 

午前９時 

第 １競技 成年男子・成年女子 

馬場馬術競技 

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目

を実施する。 

第 ２競技 少年 

馬場馬術競技 

国際馬術連盟制定のジュニアライダー団体馬場馬術課

目を実施する。 

第 ３競技 成年男子 

スピードアンド 

ハンディネス競技 

高さ 130cm 以下、幅 150cm 以下、13 障害以内、全長

600m未満とする。 

第 ４競技 少年 

スピードアンド 

ハンディネス競技 

高さ 110cm 以下、幅 130cm 以下、13 障害以内、全長

600m未満とする。 

第 ５競技 成年女子 

二段階障害飛越競技 

高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、速度 350m/分、全長

約 600m、第１段階７障害、第２段階５障害以内とす

る。 

第 ６競技 少年 

二段階障害飛越競技 

高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、速度 350m/分、全長

約 600m、第１段階７障害、第２段階５障害以内とす

る。 

第 ７競技 成年男子 

ダービー競技 

高さ 125cm 以下、幅 150cm 以下、18 障害以内、速度

375m/分、全長約800mとする。 

第 ８競技 成年女子・少年 

ダービー競技 

高さ 110cm 以下、幅 150cm 以下、18 障害以内、速度

350m/分、全長約800mとする。 

( 予定 ) 

審議事項１ 
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（案） 
 

日  程 競技番号 競 技 種 目 実 施 要 領 

第２日目 

６月８日 

（日） 

競技開始時刻 

午前９時 

第 ９競技 成年男子・成年女子 

自由演技馬場馬術競技 

日本馬術連盟制定の自由演技国体成年馬場馬術課目を

実施する。 

第10競技 少年 

自由演技馬場馬術競技 

国際馬術連盟制定の自由演技ジュニアライダー馬場馬

術課目を実施する。 

第11競技 成年男子 

トップスコア競技 

高さ90～150cm、幅 180cm 以下、10障害以内、規定時

間60秒とする。 

第12競技 成年女子 

トップスコア競技 

高さ90～140cm、幅 170cm 以下、10障害以内、規定時

間60秒とする。 

第13競技 少年 

標準障害飛越競技 

高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、13 障害以内、速度

350m/分、全長約500mとする。 

※競技の進行状況、エントリー数によって、時間等を変更する場合がある。 

 

８.諸 会 議     

会 議 名 日    程 時    間 場    所 

監督会議 ６月６日（金） 午後４時 エオの森研修センター大集会室 

   ※出席者は各団体２名までとする。 

 

９.参加資格 

(1) 選手は、下記のいずれかの条件を有する者であること。 

ア 公益社団法人日本馬術連盟の会員であり、騎乗者資格Ｂ級以上の取得者 

イ 参加都道府県馬術連盟の長が発行する技能証明書を公益社団法人日本馬術連盟に提出した者 

(2) 少年種別に参加する選手は、中学３年生を含む 2011 年（平成 23 年）４月１日以前に生まれた

者から2007年（平成19年）４月２日以降に生まれた者とする。 

(3) 成年種別に参加する選手は、2007年（平成19年）４月１日以前に生まれた者とする。 

(4) 参加馬は、参加申込の時点で公益社団法人日本馬術連盟の登録馬であること。 

(5) 選手および馬匹は、参加都道府県を重複して出場することはできない。 

 

１０.出場制限 

(1) 同一馬の出場は、同一種目に一回限りとする。ただし、同一種目で複数の種別を実施する場合

は、各種別一回ずつ出場できる。 

(2) 予備人馬は、最大３名、３頭とする。予備馬は入厩できない。ただし、参加馬が入厩しない場

合は予備馬の入厩を認める。 

(3) 参加申込後の出場人馬の変更は原則として認めない。ただし、特別の事情（死亡、負傷、疾病、

転勤等）がある時は、予備登録人馬に限り監督会議によって出場の可否を決定する。 

(4) 原則として、１種目あたりの出場頭数の制限はないが、エントリー数によっては、数多く出場

している団体には、出場制限を依頼することがある。 
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（案） 
１１.審判規程 

この競技は、日本馬術連盟競技会規程最新版および国民スポーツ大会馬術競技規程最新版を適

用する。 

 

１２.褒章および表彰 

(1) 各競技の１位から３位までの者に賞状を、１位から８位までの者に馬リボンを贈る。  

(2) 本大会に向けて総合得点は集計し公表するが、総合表彰は行わない。 

(3) 複数の種別を同時に実施する種目については、種別ごとに表彰を分ける場合がある。 

 

１３.参加申込 

参加申込は都道府県単位とし、わた SHIGA 輝く国スポ・障スポホームページから別途案内する

方法により申込を行うこと。（https://shiga-sports2025.jp/kokuspo/outside/horse-riding） 

 

１４.参加料 

(1) 参加料は、申込と同時に下記に納入すること。納入された参加料は、主催者の都合で出場を取

り消した場合を除き返金しない。 

(2) 参加料は、１競技ごとに 8,000 円とする。 

(3) 参加馬は、登録料として１頭 10,000 円とする。 

(4) 主催者が特に認めた場合に限り、上記と異なる取り扱いをする場合がある。 

(5) 納入先は、別途案内する。 

 

１５.参加馬の輸送・入退厩・防疫 

参加馬の輸送･入退厩･防疫に関する内容は、「馬事衛生業務実施計画」等の規程に基づき実施

する。 

なお、入厩にあたっては、公益社団法人日本馬術連盟の「馬インフルエンザ予防接種実施要領」

の最新版の規程および公益財団法人三木山人と馬とのふれあいの森協会の「三木ホースランド

パーク入厩条件」に従うこと。 

(1) 厩舎および馬診療所・装蹄所設置期間 

2025年(令和７年) ６月５日(木)午前８時～６月８日(日)午後５時 

(2) 入厩日時 

2025年(令和７年) ６月５日(木)午前８時～午後５時 

2025年(令和７年) ６月６日(金)午前８時～正午 

(3) 退厩時間 

2025年(令和７年) ６月７日(土)～６月８日(日) の午前８時～午後５時 

(4) 参加馬の輸送 

参加馬の輸送は、別に実行委員会が指定する方法により事前に申し込みを行った日時に、直接

会場へ入厩すること。なお、変更が生じた場合は、速やかに連絡すること 

（入厩希望時間が重複した場合、時間調整をお願いすることがある。） 

(5) 参加馬の輸送費 

参加馬の輸送費は、参加者の負担とする。 

(6) 敷料 
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（案） 
馬房の敷料はウッドチップとし、わた SHIGA 輝く国スポ実行委員会（以下「実行委員会」とい

う）が無料で支給する。 

(7) 飼料 

飼料は、参加者が入厩時に持参もしくは調達し、退厩の際は全て持ち帰ること。なお、調達す

る際は、実行委員会が紹介する飼料業者を利用することもできる。 

(8) 防疫・健康検査 

防疫検査は馬降時（入厩前）ではなく、入厩後に馬房内で実施するため、「馬の検査、注射、

薬浴、投薬証明手帳」および「日本馬術連盟乗馬登録証」を入厩後、馬事衛生係（馬事衛生本

部）に持参し、馬管理者立ち合いのもと検査を受けること。なお、検査が終わるまでは参加馬

を馬房から出すことは一切できない。 

(9) その他 

ア 会場内・外で発生した事故・盗難等は、主催者・会場は一切責任を負わない。貴重品を含む

物品は各自で責任をもって管理すること。また、安全上、厩舎には補助員等を置かないため、

入退厩時の馬具等の運搬については選手・監督等の関係者で実施すること。 

イ 大会期間中（入厩期間中を含む。）は、指定されたエリアおよび時間外の乗馬の出入りを禁止

する。また、必ず係員の指示に従うこと。 

ウ 競技種別にかかわらず本リハーサル大会の参加馬については全て当該項目によるものとする。 

エ JEF獣医規程最新版を適用する。 

 

１６.宿泊・昼食 

(1) 宿泊の斡旋は実施しない。 

(2) 昼食弁当の斡旋は実施しない。 

 

１７.その他 

(1) 参加者は各自傷害保険に加入し、健康保険証またはそれに代わるものを持参すること。 

(2) 人馬の事故に関して応急処置は行うが、主催者はその責任を負わない。 

(3) 参加者が疾病や負傷を負い、医療機関を受診した場合の費用は各自の負担とする。 

(4) 参加馬が診療に要した費用は各自の負担とする。また、装蹄も同様とする。支払方法について

は、監督会議で周知する。 

(5) メディカルカードは各自で記載し、競技中も常時携行すること。 

(6) 厩舎エリアおよび周辺は火気厳禁とし、ゴミは持ち帰ること。 

(7) 競技会場敷地内では、指定する場所以外での喫煙を禁止する。 

(8) 参加各県１名のホースマネージャーは、参加馬の夜間管理に万全を期すこと。また、ホースマ

ネージャー宿舎の斡旋は行わない。 

(9) 大会は晴雨にかかわらず決行する。ただし、荒天時等の対応については、競技団体と実行委員

会が協議し決定する。 

(10) 会場内へのペット類（犬、猫等）および危険物の持ち込みを禁止する。 

(11) 競技順および競技開始時間は、エントリーが揃った段階で確定し、後日送付する。 

(12) 出場順は、主催者が決定する。 

(13) 自由演技馬場馬術競技に使用する音源(ＣＤ)２枚（予備含む）は、監督会議（６月６日）終了

後、速やかに競技本部（総務委員）に提出すること。 
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（案） 
(14) 未成年選手の保護者が臨場しない場合は、未成年選手の落馬後の再騎乗にかかる委任状を準備

し、監督が携行すること。 

(15) 厩舎内で同時に大きな電気を使用することにより遮断機が作動した場合、復旧に時間がかかる

ため、消費電力の大きい家電の持ち込みは必要最低限とし、使用を制限することがある。 

 

１８.連絡先 

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会 

（滋賀県国スポ・障スポ大会局 競技運営室 県運営競技係） 

〒520-0807  滋賀県大津市松本一丁目２番１号 

TEL 077-528-3343 FAX 077-528-4836 

Email  equestrian@pref.shiga.lg.jp 
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1 
 

わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会 

馬事衛生業務実施計画（案） 

 

 わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会（以下「実行委員会」という。）は、わた

SHIGA 輝く国スポ馬術競技会（以下「競技会」という。）基本計画等に基づき、馬術競技

会会場（以下「会場」という。）に実施本部（馬術班）馬事衛生係を配置し、出場する馬

（以下「出場馬」という。）に対する伝染病の予防やまん延防止および競技会期間中の

健康管理等を、関係機関・団体等の協力を得て以下のとおり実施する。 

 

１ 伝染病の予防およびまん延防止 

実行委員会は、家畜伝染病予防法第 12 条の３で定められる飼養衛生管理基準に基

づき、衛生管理区域に出入りする馬、人および物による馬の伝染性疾病の持ち込み、

持ち出しおよび衛生管理区域内でのまん延防止を目的として、防疫措置を以下のとお

り実施する。 

(1) 衛生管理区域の設置 

(2) 家畜伝染病予防法第 53 条第３項に定める家畜防疫員に準ずる検査員の配置 

(3) 入厩前、大会期間中、退厩後における厩舎等の清掃、消毒および衛生害虫の駆除 

(4) 衛生管理区域や厩舎に出入りする馬、人および物の制限や消毒の実施 

(5) 入厩時の個体識別検査や臨床検査の実施 

(6) 伝染性疾病の発生が疑われる場合の体制の整備 

 

２ 競技会期間中の健康管理・馬診療・装蹄等 

実行委員会は、競技会期間中の出場馬の傷病発生や落鉄等に対処するため、健康管

理や馬診療・装蹄等について以下のとおり実施する。 

(1) 毎日の健康管理（健康観察および体温測定）および異常を発見した際の対応 

(2) 馬診療所および装蹄所の設置・運営 

(3) 期間中における外来獣医師および外来装蹄師の活動に関する取扱い 

(4) 診療または装蹄時に伝染性疾病の発生が疑われる場合の対応 

 

３ 競技会参加都道府県の責務 

競技会参加都道府県は、出場馬の輸送の出発に際し、出場馬の健康状態および装

蹄に十分配慮し、良好な状態で参加させるよう努めるものとする。 

また、馬管理者等は、競技会期間中、出場馬の健康管理、飼料、馬具等の保管、

厩舎内外の清潔の保持等について責任を持って行い、異常の早期発見に努めるもの

とする。 

 

審議事項２ 
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４ リハーサル大会 

   リハーサル大会での当該業務については、原則として本計画に準じて取り扱う。 

 

５ その他 

その他当該業務に関し必要な事項については、実行委員会が関係機関・団体等と

協議のうえ定める。 
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わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会 
馬事衛生対策実施要項（案） 

 
 

１ 趣旨 
 この要項は、わた SHIGA 輝く国スポ馬術競技会馬事衛生業務実施計画に基づき、馬

術競技参加馬（以下、「参加馬」という。）の伝染性疾病予防およびまん延防止、健康管

理および輸送等の馬事衛生対策ならびに馬のウェルフェアに関し必要な事項を定める。 
 
２ 期間 
(1) リハーサル大会 
 ・入厩日    ：令和７年６月５日（木）～６日（金） 
 ・競技および退厩日：令和７年６月７日（土）～８日（日） 
 (2) 本大会 
 ・入厩日    ：令和７年９月 27 日（土）～ 28 日（日） 
 ・競技および退厩日：令和７年９月 29 日（月）～10 月３日（金） 
 
３ 実施体制 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会（以下、「実行委員会」という。）は、県

実施本部（馬術班）内に馬事衛生係を設置する。馬事衛生係は、競技役員である日本馬

術連盟規程に基づく獣医師団（以下、「獣医師団」という。）等と連携して馬事衛生業務

を実施する。 
 
４ 適用基準 
 馬事衛生業務における防疫基準は、公益社団法人日本馬術連盟の「馬インフルエンザ

予防接種実施要領」の最新版の規程および公益財団法人三木山人と馬とのふれあいの森

協会の「三木ホースランドパーク入厩条件」に準拠するものとする。また、これらの運

用においては、本実施要項に定めるもののほか、必要に応じて、同連盟が定める最新の

「獣医規程」を参酌するものとする。 
 
５ 伝染性疾病予防およびまん延防止 
 馬事衛生係は、入厩から退厩までの期間、衛生管理区域を別添のとおり設定する。馬

事衛生係および獣医師団は、競技会場に出入りする馬、人、車両等による伝染性疾病の

持ち込み、持ち出しおよび衛生管理区域内でのまん延防止を目的として、防疫措置を以

下のとおり実施する。 
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(1) 健康手帳等の確認、馬体照合および臨床検査 
ア 馬事衛生係は、参加馬の監督、ホースマネージャー等の馬管理者（以下、「馬管理

者等」という。）に対し、「馬インフルエンザ予防接種実施要領」および「三木ホース

ランドパーク入厩条件」を遵守することについてあらかじめ周知するとともに、到着

後直ちに参加馬を馬事衛生係が指定する馬房に入厩させる。入厩後、馬管理者等は、

馬事衛生係に「馬の検査、注射、薬浴、投薬証明手帳」（以下、「健康手帳」という。）

および「日本馬術連盟乗馬登録証」（以下、「登録証」という。）を提出し、以下に掲

げる措置において、馬事衛生係および獣医師団の指示に従うものとする。 
イ 獣医師団は馬事衛生係と協力し、予防接種実施要領に基づく予防接種が参加馬に実

施されているかを健康手帳により確認するとともに、参加馬の特徴を登録証と照合す

る。併せて、視診、聴診、打診、触診およびその他必要と認める方法により、参加馬

の臨床検査を実施する。 

ウ 馬事衛生係は、馬管理者等に対し、上記イに基づく確認および検査が終了するまで、

参加馬を馬房に留まらせる。 
エ 馬事衛生係は、上記イの結果を馬管理者等に伝えるとともに、ワクチン未接種およ

び登録証との照合で一致しない参加馬の馬管理者等に対して、速やかに参加馬を退厩

させる旨を指示する。 
 
(2) 消毒、清掃等 
ア 衛生管理区域入口での消毒 

馬事衛生係は、衛生管理区域を出入りする馬の蹄および人の靴底等の消毒のため、

必要な箇所に消毒マットを設置するとともに、車両消毒のため、衛生管理区域の入

口に車両消毒設備を設置する。 
馬事衛生係は、消毒マットや車両消毒設備を適切に管理運用する。 

イ 厩舎等の清掃および消毒 
馬事衛生係は、入厩の期間前および退厩の期間後に、厩舎、馬洗い場、馬糞置場

等の清掃および消毒を行う。期間中においては、馬管理者等において適宜清掃や消

毒を実施し、厩舎、馬洗い場、馬糞置場等を清潔に保つよう努める。 
ウ 立入り制限 

衛生管理区域への立入りは、あらかじめ馬事衛生係が配付する「入厩許可証」を

身に付け、定められた出入口からのみ行うものとする。 
エ 隔離厩舎の設置 

馬事衛生係は、伝染性疾病を発症した参加馬および伝染性疾病が疑われる参加馬

（以下、「発症馬等」）を隔離するための隔離厩舎を衛生管理区域および競技会場外

に設置する。馬管理者等は、馬事衛生係の指示に従い発症馬等を隔離厩舎へ移動さ

せる。 
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６ 競技会期間中の健康管理・馬診療・装蹄等 
(1) 期間中の健康管理 

馬事衛生係は、馬管理者等に対し、毎日、参加馬の健康観察および体温測定の結

果を報告させ、獣医師団等と連携して、異常の早期発見に努める。 
 
(2) 馬診療 
ア 馬事衛生係が配置する診療を行う獣医師（以下、「救護獣医師」という。) 

馬事衛生係は、期間中、参加馬の傷病発生等に対応するため、馬診療所を設置し、

救護獣医師を配置する。救護獣医師は、昼間は競技会場に常駐し、夜間は競技会場

の近隣に待機する。 
救護獣医師は、馬管理者等の依頼により、参加馬に発生した傷病等の応急手当等

を行う。なお、費用は馬管理者等が負担し、支払方法は別途定める。 
イ 救護獣医師以外の診療を行う獣医師（以下「外来獣医師」という。） 

外来獣医師は、期間中に参加馬の診療をする場合、別途定めた方法により事前に

馬事衛生係に届け出なければならない。なお、支払方法は外来獣医師で定めるもの

とし、費用は馬管理者等が負担する。 
ウ 報告等 

救護獣医師および外来獣医師は、その実績を各診療日の翌日までに馬事衛生係に

提出する。 
エ 医薬品等 

馬事衛生係は、救護獣医師と協議し、診療に使用する医薬品等を配備するものと

する。 
外来獣医師は、診療に使用する医薬品等はすべて自らの責任において準備するも

のとする。 
 
(3)  参加馬に異常があった場合 

馬事衛生係は、上記５(２)アおよびイにより救護獣医師または外来獣医師から参

加馬の異常の報告を受けた場合、獣医師団等と協議し、必要な措置を講ずる。 
 
(4) 装蹄 
ア 馬事衛生係が配置する装蹄師（以下「公設装蹄師」という。） 

馬事衛生係は、公設装蹄師を期間中の昼間、競技会場に常駐させる。公設装蹄師

は、馬管理者等の依頼により、参加馬に発生した落鉄等に対する装蹄業務を行う。

なお、費用は馬管理者等が負担し、支払方法は別途定める。 
イ 公設装蹄師以外の装蹄師（以下「外来装蹄師」という。） 
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外来装蹄師は、期間中に参加馬の装蹄業務をする場合、別途定めた方法により事

前に馬事衛生係に届け出なければならない。なお、支払方法は外来装蹄師で定める

ものとし、費用は馬管理者等が負担する。 
ウ 報告等 

公設装蹄師および外来装蹄師は、その実績を各従事日の翌日までに馬事衛生係に

提出する。 
 
７ 伝染性疾病発生時の対応 

馬事衛生係は、参加馬に伝染性疾病等を疑う事例が発生した場合、兵庫県姫路家

畜保健衛生所に報告し、兵庫県の家畜防疫員の指示に従い、まん延防止のために必

要な措置をとるものとする。 
 
８ 入・退厩 
(1) 入・退厩計画の作成 

馬事衛生係は、入・退厩可能日時を定め、すべての参加馬が安全に入・退厩でき

るように、入・退厩計画を作成する。 
 
(2) 入・退厩時の手続きおよび連絡調整 
ア 入厩時 

馬管理者等は、実行委員会に対してあらかじめ入厩申込をするものとし、申し込

むことなく入厩することは一切認めない。申込は、馬運車ごとに、入厩予定日時、

参加馬の輸送頭数、車両番号等、実行員会があらかじめ定めた項目を申告して行う

ものとする。また、申込後に変更がある場合は必ず実行委員会に連絡する。 
イ 退厩時 

馬管理者等は、入厩と同様に、実行委員会に対してあらかじめ退厩申込をするも

のとし、申し込むことなく退厩することは一切認めない。 
 
９ 飼料および敷料 
(1) 飼料 

馬管理者等は、入厩時に参加馬の飼料を持参もしくは調達し、退厩の際は全て持ち

帰ること。なお、調達する際は、実行委員会が紹介する飼料業者を利用することもで

きる。 
(2) 敷料 
  敷料はおが粉等とし、馬事衛生係は、参加馬が在厩中に必要な敷料を準備するとと

もに、不足が生じた場合は適宜支給する。 
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10 馬管理者等の責務 
(1) 出発前の健康検査および参加馬の輸送 

馬管理者等は、競技場入厩の 1 週間前から極力馬の移動を控え、入厩直前に発熱、

咳や鼻水などの臨床症状がないことを確認し、輸送日の３日前からは参加馬の体温

測定を行い、異常がないことを確認する。 
    また、参加馬の輸送は馬運車を使用するものとし、参加馬を積み込む前に馬運車

の内部清掃および消毒を行うこと。なお、輸送は馬管理者等の責任および費用で行

う。 
 
(2) 健康手帳ならびに登録証の確認および携行 

馬管理者等は、出発前に馬インフルエンザワクチンの接種の確認および登録証と

参加馬の照合を行う。 
馬管理者等のうち参加馬の入厩に立ち会う者は、健康手帳および登録証を会場に

携行し、会場到着後速やかに馬事衛生係に提出する。 
 

(3) 期間中の参加馬の体温測定および健康観察 
馬管理者等は、期間中毎日、参加馬の体温測定および健康観察を行い、別に定め

る方法で、その結果を馬事衛生係に報告するとともに、異常の早期発見に努めるも

のとする。なお、異常を発見した場合は、速やかに救護獣医師および外来獣医師等

を通じて馬事衛生係に連絡しなければならない。 
 
(4) 厩舎内外の清掃等 

馬管理者等は期間中および退厩時、厩舎内外の清掃を行い、清潔に保つよう努め

る。 
 
11 その他 

ここに定めるもののほか、馬事衛生に必要な事項や様式等については別に定める。 
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